
学 生 生 活 調 査 調 査 票 （ 平 成 20 年 11 月 ） 日本学生支援機構

[注]　※印のついている箇所は記入しないでください。大学が記入します。

※ 大学(短期大学)名　　　　　　　東　　京　　大　　学 ※ 学生整理番号

※ 大学調査番号　　　　　　　　０　　　　　１　　　　　７　　　　　２

この調査は学生生活支援事業を改善するための基礎資料となるものなので、ご協力をお願いします。

なお、この調査票は、調査以外の目的には一切使用しませんので、ありのままを正確に回答してください。

Ⅰ．本人の状況　（平成20年11月30日現在）
（１）在籍区分（[a.][b.]のいずれか一方にのみ、記入してください)

[a.] 学部､短大生のみ記入 [b.] 大学院生のみ記入 （２）性別  （３）年齢

１．昼間部 １．修士課程　 ２．博士課程 　 １．男

２．夜間部 ３．専門職学位課程 　 ２．女 才

 （４）居住形態  （５）通学時間（片道）  （６）学校所在地

１．自宅
分

１．東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県
２．学寮（寄宿舎） ２．京都府・大阪府・兵庫県
３．下宿､アパート､その他 ３．その他の道、県

 （７）現在の居住地  （８）高校卒業時の居住地　[注]居住地が海外の場合は国・地域名を記入。

都道府県名 （ 都･道・府・県 ） 都道府県名 （ 都･道・府・県 ）

 （９）学科（専攻）系統
１．文・法・政・経・商系 ２．理・工系 ３．農系 ４．薬系
５．医・歯系 ６．教員養成系 ７．その他

 （１０）学年　(留年、休学等は考慮しない。第５、６学年は医・歯・獣医学系の学生のみ。）

１．第１学年 ２．第２学年 ３．第３学年 ４．第４学年 ５．第５学年 ６．第６学年

Ⅱ．本人の経済状況

　☆【①（１１）年間収入額の計】 ≧【②（１２）年間支出額の計】 となるように１年間の金額を記入してください。

（１１）年間収入額（１９年１２月～２０年１１月） （１２）年間支出額（１９年１２月～２０年１１月）

［注］　「調査票記入上の注意」中、(11)をご参照のうえ、 ［注］　「調査票記入上の注意」中、(12)をご参照のうえ、
　　　　記入してください。千円未満は四捨五入してください。 　　　　記入してください。千円未満は四捨五入してください。

項　　　　目 千万百万十万 万 千 項　　　　目 千万 百万 十万 万 千

（ａ）家庭からの給付 （A）授業料
　（家庭が支払った授業料を含む） 千円 　（実際に支払った金額を記入する） 千円

（ｂ）日本学生支援機構の奨学金 （B）その他の学校納付金
千円 　（入学時の特別納付金を除く） 千円

（c）日本学術振興会の研究奨励金 （C）修学費
　（博士課程在籍者のみ記入） 千円 （教科書､図書代､文具購入費等含む） 千円

（ｄ）大学からの奨学金等 （D）課外活動費
　(貸与制は（ｆ）に記入) 千円 （個人的な趣味等の費用は（I)に記入） 千円

（ｅ）大学以外の機関による奨学金等 （E）通学費
　(貸与制は（ｆ）に記入) 千円 　（自転車等の維持費等含む） 千円

（ｆ）その他の貸与制の奨学金等 （F）食費
　（（b）を除く） 千円 　（自宅通学者は外食費を記入） 千円

（ｇ）ティーチングアシスタント（ＴＡ） （G）住居・光熱水費
　（大学院生のみ記入） 千円 　（自宅通学者は記入しない） 千円

（ｈ）リサーチアシスタント（ＲＡ） （H）保健衛生費
　（大学院生のみ記入） 千円 　（診療代､薬代､理髪美容代等含む） 千円

（i）アルバイト （ Ｉ ）娯楽・し好費
　（（ｇ）及び（ｈ）を除く） 千円 　（インターネット接続料を含む） 千円

（ｊ）定職収入 （J）その他の日常費
千円 　（携帯電話等の通信費を含む） 千円

（k）その他 ②　計(A～J）
　（貯蓄等を取崩した額や臨時収入等） 千円 千円

①　計(ａ～k）
千円 ①≧②となるように記入してください。

☆ 裏 面 も 記 入 し て く だ さ い ☆

秘

dinb
タイプライターテキスト

dinb
タイプライターテキスト
　　 １　　　　　　　　　　　　　　　　  ３

dinb
タイプライターテキスト
　　１

dinb
タイプライターテキスト
　  １

dinb
タイプライターテキスト



（１３）家庭からの給付と修学の関係（最近１年間の経験から）
１．家庭からの給付のみで修学可能 ２．家庭からの給付のみでは修学不自由
３．家庭からの給付のみでは修学継続困難 ４．家庭からの給付なし

（１４）日本学生支援機構の奨学金(19年12月～20年11月)
１．第一種奨学金を受けた →(11)ｂも記入 ２．第二種奨学金を受けた →(11)ｂも記入

３．第一種・第二種の併用を受けた →(11)ｂも記入 ４．申請したが不採用
５．希望するが申請しなかった ６．必要なかった

（１５）日本学生支援機構以外の奨学金(19年12月～20年11月)
１．給付奨学金を受けた →(11)c.d.eの該当箇所も記入 ２．貸与奨学金を受けた →(11)ｆも記入

３．給付・貸与の両方を受けた→(11)c.d.eの該当箇所とｆも記入 ４．申請したが不採用
５．希望するが申請しなかった ６．必要なかった

（１６）授業料免除（20年度前期分について）
１．全額受けた ２．半額以上全額未満受けた ３．半額未満受けた
４．申請したが不許可 ５．申請しなかった（制度なしを含む）

（１７）アルバイト（19年12月～20年11月）
１．全くしなかった ２．長期休暇中のみした ３．授業期間中に臨時的にした
４．授業期間中に経常的にした ５．長期休暇中も授業期間中もした　（注）２～５→(11)g.h.iの該当箇所も記入

（１８）アルバイトの従事職種（(１７）で２～５を選択した方のみ記入してください。）
１．家庭教師等 ２．事務 ３．軽労働 ４．重労働・危険作業
５．特殊技能・その他

（１９）アルバイト収入の主な使い道（(１７)で２～５を選択した方のみ記入してください。）
[アルバイト収入の使い道として、（１２）のＡ～Ｊで最も多額を費やした記号を記入してください。]

（２０）生活時間（直近の１週間（７日間）で以下の活動に費やした時間の合計。小数点以下は四捨五入して記入してください。）

〔学部、短大生のみ記入〕 〔大学院生のみ記入〕

　1．　大学の授業 時間 　1．　大学の授業（研究） 時間

　2．　大学の授業の予習・復習等 時間 　2．　大学の授業（研究）の予習・復習等 時間

　3．　大学以外の学習 時間 　3．　大学以外の学習 時間

　4．　文化・体育等のサークル活動 時間 　4．　自主研究活動等 時間

　5．　アルバイト等の就労活動 時間 　5．　アルバイト等の就労活動（TA、RAを含む） 時間

Ⅲ．家庭の状況

（２１）主たる家計支持者の区分 （２２）主たる家計支持者の年齢
１．本人 ２．本人以外 １．44歳以下 ２．45～54歳 ３．55歳以上

（２３）主たる家計支持者の世帯区分
１．勤労者世帯 ２．個人営業世帯 ３．法人経営・自由業世帯
４．農林・水産業世帯 ５．その他の世帯

（２４）家庭の年間所得総額（19年12月～20年11月） 億 千万 百万 十万 万

[注]　税込額で記入し、万円未満は四捨五入してください。 万円

（２５）大学（大学院）・短期大学・高等専門学校・専修学校（専門課程）に在学する兄弟姉妹の数

[注]　定職を持つ兄弟姉妹は数に入れないでください。 人

（２６）本人について
a．定職のある場合は、職業を（２３）の１～５ b．配偶者の有無 １．有
　　から選び、該当する番号を記入。 ２．無

Ⅳ．入学時における特別納付金の状況（平成20年度入学者のみ記入）

（２７）入学時の特別納付金（平成20年度入学者のみ記入） 千万 百万 十万 万

[注]　税込額で記入し、万円未満は四捨五入してください。 万円
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